
第 19回 Smart Wellness City首長研究会 アジェンダ 

全体テーマ：人生 100年時代に対応出来る健幸都市とは 
 

主催 Smart Wellness City首長研究会 

共催 筑波大学 

後援 内閣府、Smart Wellness Community協議会 

日時 2018年12月20日(木) 12時50分～17時55分 ／ 12月21日(金) 9時00分～12時00分 

会場 筑波大学東京キャンパス文京校舎 B1F 多目的講義室1 （丸ノ内線茗荷谷駅徒歩3分） 

 

【 1日目 】12月 20日(木) 

12時30分～ 受付開始 

 

12時50分～13時05分 会長挨拶 久住時男  見附市長 

 初参加首長の自己紹介 北海道栗山町、北海道中札内村、 

  長野県上田市、兵庫県川西市 

13時05分～13時35分   趣旨説明 

 「第19回の議論ポイント」 久野譜也  筑波大学大学院教授 

 

13時35分～14時10分   特別講演①  （発表25分・質疑10分）  

 「"健康街づくりと介護予防そしてICTの考え方”ーレジリエントな健康街づくりを目指してー」 

 山本 稔  カナミックネットワーク取締役会長 

 

14時10分～14時25分 コーヒーブレイク 

 

14時25分～15時00分  特別講演②  (発表25分・質疑10分） 

「分断から寛容社会への方法論 ～健康づくりは人づくり・まちづくり～ 」 

 荒井広幸  内閣官房参与 

 

15時00分～16時00分 自治体からの話題提供①  （発表各20分・質疑各10分） 

「東神楽流健幸のまちづくり」 山本 進  東神楽町長 

「岡山市における健康づくりの取組み」 大森雅夫  岡山市長 

 

16時00分～16時15分 コーヒーブレイク 

 

16時15分～17時45分 省庁からの話題提供（各20分） ＆ ラウンドテーブル  

 テーマ：100歳時代に向けてのまちづくりにおける越えるべきハードルと解決策 

 話題①「100歳時代に向けた人口減少に立ち向かうまちづくり」 

  青木由行  国土交通省都市局長 

 話題②「介護予防・生活支援」 大島一博  厚生労働省老健局長 

  話題③「人生100年時代を見据えたヘルスケア産業政策」 

  西川和見   経済産業省ヘルスケア産業課長 

  

 パネラー：青木局長・大島局長・西川課長・久住市長・阪口市長・大森市長・山本町長 

 

17時45分～17時55分 次回開催地首長挨拶 阪口伸六  高石市長 

 

18時30分～ ナイトサイエンス（意見交換会） 銀座、丸ノ内付近を予定  

  



【 2日目 】12月 21日(金) 

 

8時45分～ 受付開始 

 

9時00分～10時00分 産業界からの最新トピックス  （発表各15分・総合質疑15分） 

 1）オムロンヘルスケア 鹿妻洋之  オムロンヘルスケア経営統轄部渉外担当部長 

 2）東日本電信電話    澤出剛治  ビジネスイノベーション本部第一VC担当部長 

 3）SWC協議会  塚尾晶子  つくばウエルネスリサーチ執行役員 

 

10時00分～10時35分 特別講演③  (発表25分・質疑10分） 

 「いきいきと働ける工夫～女性・障がい者にも働きやすい環境を～」 

  杉浦昭子  スギホールディングス相談役 

10時35分～10時50分 コーヒーブレイク 

 

10時50分～11時50分 自治体からの話題提供②  （発表各20分・質疑各10分） 

 「ときめきのある健康なまちづくりへの取組みについて」  

  原田信次  美里町長 

 「15,000人に健幸を～健康で幸せな暮らしをめざした金ケ崎町の取組～」 

  髙橋由一  金ケ崎町長 

 

11時50分～12時00分 第19回の成果と第20回への課題整理 久野譜也  筑波大学大学院教授 

 クロージング  久住時男  見附市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


